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今回は第 15回になる。 最初数理科学の総合研究第 4班 として第 1回のシンポジウムを大磯で開いて0そのとき 50

名集ったこと思い出して感無量なものがある。

15年の歳月の経過のうちのこの関係の進歩も著しく。使い得る電子計算機組織の進歩はまた格段。したがってその

まわりの内容もまた比較し得ないほどの変容を示している。しかし15年の歳月は参加者の顔振れをすっかり変えてし

まったとも見える。 15回完全出席の人は数える位になってしまった。

今回は宿題研究をやめて見たので.シ ンポジウムのありようが変って。参加者の数も減った。しかしシンポジウムの

本来は人数が少なくて。参加者の皆が熱心に討論に参加することに意味があるので。そのような
颯

ふんいき "が生れる

ことを望んでいる。夜の自由討論を含めて。意義あるものにしたいものである。

終 りに幹事団と事務局の何ク月にもわたる準備をして下さったことを.心から感謝する次第である。

プログラミング・シンポジウム委員会

委員長  山  内 二  郎

きま
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